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とし、気孔径の異なる 3 種類の多孔インプラントを三次元積層造形法（EOSINT 





この 3 種類の多孔構造を使用し、各々2 種類の外形状のインプラント




【結果】埋入後 2 週後の骨と多孔体の結合力は、気孔径 600µm の多孔体が






















気孔径の異なる 3 種類（300、600 及び 900 µm）のチタン多孔体を一定の気孔




価した。埋入後 2 週の多孔体と骨の結合力は、気孔径 600 µm の多孔体が有意
に高かった。埋入後 4 週と 8 週の時点では、気孔径に関わらず骨と強く結合し、
群間での差を認めなかった。組織評価では、気孔径 600 及び 900 µm の多孔体







なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 2 月 1 日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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